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「シチズングループ行動憲章」の制定
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　シチズングループでは、1918 年の創業以来、社名
でもある「シチズン」が意味する「社会やそこで暮ら
す人々」を常に大切に思い、事業活動を行ってきま
した。この思いを改めて形にしたものが、「市民に
愛され市民に貢献する」という企業理念です。「社会
やそこで暮らす人々」から愛され親しまれるものづ
くりを目指し、人々の暮らしに広く貢献したいとい
う思いが、私たちの事業活動を支えています。
　シチズングループは、1960年代の高度経済成長期
にグローバルでの事業展開をスタートさせて以来、
時計事業を中心に各種事業のグローバル展開を行っ
てきました。現在、売上高・従業員数ともに日本国
内よりも海外の比率のほうが高い状況で、目まぐる
しく変化する国際社会の情勢や経済環境に、グループ
全体で立ち向かっています。
　2013年、グローバル経済における更なる成長を
目指し、新たな経営体制の誕生に合わせて、「シチズン

グローバルプラン 2018」をスタートさせました。
この6カ年のグローバルプランでは、「真のグローバ
ル企業」となることを掲げ、グローバル市場から求
められる「価値」を継続して提供できる企業となる
ために、取り組まなくてはならないことを確認しま
した。また、一つひとつの実効性を高めていくため
に、強化しなければならない点があることも、改め
て認識しました。そして 2016 年、「シチズングロー
バルプラン 2018」の後期 3 年間の開始にあたり、
世界経済で挑み続けることができる強固な経営基盤
の確立の必要性から、それまでの行動憲章を見直し、
新たに「シチズングループ行動憲章」を策定しました。

　シチズングループの一員として、日々どのように
行動すべきかの原理原則を示した「シチズングループ
行動憲章」は、シチズングループの企業理念を具現
化するための行動や判断の基準となるものです。
　シチズングループのCSR活動においても、行動憲
章を基盤として行うという考えのもと、グループ各
社では行動憲章の条文やガイドライン項目に紐づけ
て目標設定を行っています。
（http://www.cit izen.co.jp/social/approach/csr/target .html）
　2016 年度は、「シチズングループ行動憲章」を国内
のシチズングループの全従業員に浸透させるため、
行動憲章を記載した冊子を配布し、これを遵守する
旨の署名を提出してもらうほか、社長から従業員に
向けたビデオメッセージの配信を行いました。
そこには、グローバルで事業を展開していくにあ
たって、組織が拡大し多様化しても、シチズン
グループの従業員として思いを一つにすることが

大切であり、行動憲章を行動のよりどころとして
ほしいという思いが込められています。
　また、海外拠点への展開のために英語版の行動
憲章を作成し、その後、中国語をはじめ９カ国語の
翻訳版を用意しました。2017年度は、海外拠点へ
行動憲章を浸透させるために、国内同様に社長の
ビデオメッセージの配信を行います。その上で、
事業所ごとに行動憲章を浸透化する担当者を決め、
それぞれの国や地域の状況を考慮したアクション
プランを策定するなど、「シチズングループ行動憲章」
を根付かせるための活動を進めます。さらに、今
後はeラーニングなどの研修を通じ、行動憲章の理
解をより深めていきます。
　シチズングループは、企業理念を具現化した行動
憲章に基づいた CSR実践活動を通じて、持続可能な
社会の発展に貢献しながら成長を果たし、「市民に愛
され市民に貢献する」企業となることを目指します。
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シチズングループ行動憲章

社会に対する誠実な姿勢を持ち、シチズングループの企業価値の向上を図ります
安心・安全、品質、環境に十分配慮した製品・サービスを提供します
公正、透明、自由な競争、責任ある商行為を実践します
人権と多様性を尊重し、安全で働きやすい職場をつくります
環境保全の重要性を認識し、自主的かつ積極的に取り組みます
会社資産を適正に管理・保護します
会社の永続的な存続に反する行動は避けます
良き企業市民として、地域社会に貢献し、地域社会との共生を目指します

マテリアリティへの取り組み


